
題　
　
　
　

（
令
和
８
年
４
月
15
日
（
水
）　

当
日
消
印
有
効
）

　
　

「
ガ　

ラ　

ス
」　

弘　

兼　

秀　

子　

選
（
広　

島
）

　
　

「
晴　
　
　

れ
」　

佐　

道　
　
　

正　

選
（
東　

京
）

　
　

「
自　

由　

吟
」　

濱　

山　

哲　

也　

選
（
青　

森
）

日　
　

時　

令
和
８
年
６
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
開
場

会　
　

場　

笠
岡
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

　

〒
７
１
４―

０
０
８
７

　

岡
山
県
笠
岡
市
六
番
町
１
ー
10

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
６
５
（
６
３
）
５
５
１
１

第
二
次
選
者

　

江
畑　

哲
男
（
千　

葉
）　
　

赤
池　

加
久
（
石　

川
）

　

高
橋
み
っ
ち
ょ
（
北
海
道
）　
　

高
鶴　

礼
子(

埼　

玉
）

　

片
岡　

加
代
（
大　

阪
）

表　
　

彰　

岡
山
県
知
事
賞　

他

　
　
　

★
入
賞
者
に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
小
・
中
学
生
）

　

第
49
回
全
日
本
川
柳
２
０
２
６
年　

岡
山
大
会

　

川
柳
は
五
・
七
・
五
の
リ
ズ
ム
で
人
間
を
う
た
う
詩
で
す
。

ふ
だ
ん
私
た
ち
が
し
ゃ
べ
っ
た
り
書
い
た
り
し
て
い
る
言
葉

で
、
思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
自
由
に
表
現
す
る
詩
で

す
。
川
柳
で
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
暮
ら
し
や
い
の
ち
の
喜

び
、
楽
し
み
、
悲
し
み
、
怒
り
を
詠
（
よ
）
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
五
・
七
・
五
の
リ
ズ
ム
を
基
本
と
し
て
、
自
由
に
詠

ん
で
下
さ
い
。
俳
句
の
よ
う
に
「
切
れ
字
」（
何
何
や
、
何

何
か
な
）、「
季
語
」（
季
節
の
言
葉
。
月
は
秋
を
指
す
）、「
文

語
表
現
（
旧
か
な
遣
い
な
ど
）」
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
面
白
い
た
と
え
を
用
い
た
り
、
表
面
的
な
こ
と

を
言
い
あ
ら
わ
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
奥
に
あ
る
も
の
（
真

実
）
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
む
人
に
ユ
ー
モ
ア
や
風

刺
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
川
柳
は
、
弱
者
（
じ
ゃ
く
し
ゃ
）
の

弱
み
を
か
ら
か
っ
た
り
、
言
葉
の
表
面
だ
け
の
語
呂
（
ご
ろ
）

合
わ
せ
や
駄
洒
落
（
だ
じ
ゃ
れ
）
で
人
を
笑
わ
せ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ー
モ
ア
は
、
川
柳
の
特
徴
の
一
つ
で
す

が
、
そ
れ
は
上
品
な
お
か
し
み
や
温
か
み
の
感
じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
に
本
当
の
値
打
ち
が
あ
り
ま
す
。

川柳の書き方・川柳の作り方

応
募
方
法　

参
加
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校

　
　
　
　
　

を
記
入
の
上
、
句
箋
用
紙
（
各
題
二
句
・
無
記
名
）

　
　
　
　
　

と
と
も
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

参
加
料
は
無
料
で
す
。

　
投 

句 

先　

〒
５
３
０-

０
０
４
１

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
丁
目
北
１
の
11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
テ
ッ
プ
イ
ン
南
森
町
９
０
５

　

一
般
社
団
法
人 

全
日
本
川
柳
協
会　

宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
６
（
６
３
５
２
）
２
２
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX
０
６
（
６
３
５
２
）
２
４
３
３

　　

★
後
日
、
入
選
者
に
は
作
品
集
を
無
料
に
て
配
布
し
ま
す
。




